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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 78,190 17.9 5,763 5.7 5,745 5.4 3,898 8.1

2024年３月期第３四半期 66,295 15.8 5,453 25.5 5,452 26.3 3,607 23.6

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 3,858百万円（6.2％） 2024年３月期第３四半期 3,634百万円（23.1％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり

四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 119.13 －

2024年３月期第３四半期 110.30 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 99,056 70,277 70.9 2,147.09

2024年３月期 95,281 68,031 71.4 2,079.57

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 70,277百万円 2024年３月期 68,031百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 24.00 － 26.00 50.00

2025年３月期 － 24.00 －

2025年３月期（予想） 26.00 50.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無： 無

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 103,000 2.6 7,500 △20.5 7,500 △20.5 5,000 △22.5 152.79

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無： 無

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

2024年３月期期末配当の内訳 普通配当24円00銭 特別配当２円00銭
2025年３月期期末配当の内訳 普通配当24円00銭 記念配当２円00銭

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

2024年８月20日付で実施した譲渡制限付株式報酬としての自己株式処分等の自己株式数変動に伴い、期中平均株式数を見直し、１株当たり当期純 
利益予想を変更しております。



（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更： 無

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用： 無

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 34,646,500株 2024年３月期 34,646,500株

② 期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 1,915,115株 2024年３月期 1,932,089株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 32,722,310株 2024年３月期３Ｑ 32,702,904株

※ 注記事項

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（４）発行済株式数（普通株式）

※ 添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等
は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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区分

前第３四半期連結累計期間
自 2023年４月１日
至 2023年12月31日

当第３四半期連結累計期間
自 2024年４月１日
至 2024年12月31日

戸数
（戸）

金額
（百万円）

戸数
（戸）

金額
（百万円）

前年
同四半期比

（％）

前年
同四半期比

（％）

ガーラマンションシリーズ 426 12,181 158.2 257 7,669 63.0

ガーラ・レジデンスシリーズ 108 4,368 75.1 90 4,318 98.9

中古マンション 1,357 34,409 108.7 1,933 52,517 152.6

不動産賃貸収入 － 4,663 95.2 － 4,455 95.5

その他収入 － 149 92.2 － 407 272.6

合計 1,891 55,772 111.0 2,280 69,367 124.4

１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、雇用情勢・所得環境が改善する下で、各種政策の効果もあ

り、景気は緩やかに回復いたしました。一方、欧米における高い金利水準の継続や中国における不動産市場の停滞

等に伴う影響など、海外景気の下振れが我が国の景気を下押しするリスクに引き続き留意する必要があります。

首都圏のマンション市場においては、建築費や用地価格の高騰を背景に販売価格の上昇が続くなか、東京都の着

工数の減少などが響き、2024年（１～12月）のマンションの新規供給戸数は前年同期比14.4％減の23,003戸と、

1973年以降で最少となりました。また、購入需要についても、同期間の平均初月契約率が66.9％となり４年ぶりに

70％を下回りました。（数字は株式会社不動産経済研究所調べ）

当社グループの主要事業領域である資産運用型分譲マンション市場においては、単身者を中心とした首都圏の賃

貸需要は底堅く、購入需要についても、安定した収益が期待できる運用商品として認知度が高まり、低金利にも後

押しされ、堅調な状況が続いているものと認識しております。

このような経営環境のもと、当社グループは、首都圏において、資産運用としての多彩なメリットを提供する

「ガーラマンションシリーズ」及びファミリー層向け自社ブランド「ガーラ・レジデンスシリーズ」の開発を進

め、活況な中古マンション市場への適応、顧客サポート体制の充実やブランド力の強化を図ることで、グループ企

業価値の向上に尽くしてまいりました。

こうした結果、売上高781億90百万円（前年同四半期比17.9％増）、営業利益57億63百万円（前年同四半期比

5.7％増）、経常利益57億45百万円（前年同四半期比5.4％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益38億98百万円

（前年同四半期比8.1％増）となりました。

（不動産開発事業）

「ガーラ・アヴェニュー東大島」、「ガーラ・ヴィスタ大島」、「ガーラ・レジデンス西新井パークサイド」な

どの新築物件の販売に注力するとともに、中古マンションの販売も積極的に行ってまいりました。

当第３四半期連結累計期間における新築マンション売上高119億87百万円（347戸）、中古マンション売上高525

億17百万円（1,933戸）、不動産賃貸収入44億55百万円、その他収入４億７百万円となり、不動産開発事業の合計

売上高は693億67百万円（前年同四半期比24.4％増）、セグメント利益47億73百万円（前年同四半期比9.7％増）と

なりました。

売上高等内訳

（注）マンション販売は、顧客への物件引渡しをもって売上が計上されます。そのため、物件の竣工や引

渡しのタイミングにより四半期ごとの業績に偏重が生じる傾向があります。

（不動産管理事業）

自社グループ開発物件の新規管理受託や外部受注等を進め、賃貸管理戸数は19,058戸、建物管理棟数は364棟

（24,672戸）となりました。

当第３四半期連結累計期間における不動産管理事業の売上高は31億41百万円（前年同四半期比6.7％増）、セグ

メント利益８億70百万円（前年同四半期比9.1％増）となりました。
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（建設事業）

マンション建設は完成工事件数の減少により売上、利益ともに前年を下回って推移しました。

当第３四半期連結累計期間における建設事業の売上高は47億24百万円（前年同四半期比29.0％減）、セグメント

利益１億38百万円（前年同四半期比56.4％減）となりました。

（旅館事業）

客室単価が前年の水準を上回った一方で、客室稼働率は想定を下回りました。

当第３四半期連結累計期間における旅館事業の売上高は９億26百万円（前年同四半期比3.9％増）、セグメント

損失34百万円（前年同四半期は38百万円の損失）となりました。

（その他）

当第３四半期連結累計期間の売上高は30百万円（前年同四半期比17.7％減）、セグメント利益15百万円（前年同

四半期比29.2％減）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

（資産）

当第３四半期連結会計期間末における流動資産は865億67百万円となり、前連結会計年度末に比べ38億35百万円

増加いたしました。主な増加は、仕掛販売用不動産139億57百万円、受取手形、営業未収入金及び契約資産18億91

百万円であり、減少は現金及び預金72億79百万円、販売用不動産28億41百万円、電子記録債権22億７百万円であり

ます。固定資産は124億88百万円となり、前連結会計年度末に比べ60百万円減少いたしました。

この結果、総資産は990億56百万円となり、前連結会計年度末に比べ37億75百万円増加いたしました。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末における流動負債は134億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ17億58百万円

減少いたしました。これは主に、未払法人税等が12億98百万円、支払手形及び買掛金が８億55百万円減少したこと

によるものであります。固定負債は153億27百万円となり、前連結会計年度末に比べ32億88百万円増加いたしまし

た。これは主に、長期借入金が32億30百万円増加したことによるものであります。

この結果、負債合計は287億79百万円となり、前連結会計年度末に比べ15億29百万円増加いたしました。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末における純資産合計は702億77百万円となり、前連結会計年度末に比べ22億45百万

円増加いたしました。主な増加は親会社株主に帰属する四半期純利益38億98百万円であり、減少は剰余金の配当16

億36百万円であります。

この結果、自己資本比率は70.9％（前連結会計年度末は71.4％）となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

2025年３月期の連結業績予想につきましては、2024年５月13日発表の「2024年３月期 決算短信」に記載の予想

数値に変更はありません。
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な

取扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から

適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用

後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の四

半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。
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（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

不動産

開発事業

不動産

管理事業
建設事業 旅館事業 計

売上高

新築マンション売上高 16,549 - - - 16,549 - 16,549 - 16,549

中古マンション売上高 34,409 - - - 34,409 - 34,409 - 34,409

その他 149 2,786 6,649 892 10,477 - 10,477 - 10,477

顧客との契約から生じる収益 51,108 2,786 6,649 892 61,436 - 61,436 - 61,436

その他の収益（注）４ 4,663 157 - - 4,821 36 4,858 - 4,858

外部顧客への売上高 55,772 2,943 6,649 892 66,258 36 66,295 - 66,295

セグメント間の内部売上高

又は振替高
11 278 40 14 344 - 344 △344 -

計 55,783 3,222 6,690 906 66,603 36 66,640 △344 66,295

セグメント利益又は損失（△） 4,351 797 316 △38 5,427 21 5,448 5 5,453

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自2023年４月１日 至2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス事業を含んでおりま

す。

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額5百万円には、セグメント間取引消去△209百万円、各報告セグメント

に配分していない全社収益400百万円及び全社費用△186百万円、棚卸資産及び固定資産の調整額1百万円が含

まれております。なお、セグメント間取引消去は主に連結子会社から当社への配当金の消去であり、全社収益

は上記受取配当金、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４. その他の収益の主なものは、不動産賃貸収入であります。

- 9 -

㈱ＦＪネクストホールディングス(8935) 2025年３月 第3四半期決算短信



（単位：百万円）

報告セグメント
その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３

不動産

開発事業

不動産

管理事業
建設事業 旅館事業 計

売上高

新築マンション売上高 11,987 - - - 11,987 - 11,987 - 11,987

中古マンション売上高 52,517 - - - 52,517 - 52,517 - 52,517

その他 407 2,988 4,724 926 9,047 - 9,047 - 9,047

顧客との契約から生じる収益 64,912 2,988 4,724 926 73,552 - 73,552 - 73,552

その他の収益（注）４ 4,455 152 - - 4,607 30 4,638 - 4,638

外部顧客への売上高 69,367 3,141 4,724 926 78,160 30 78,190 - 78,190

セグメント間の内部売上高

又は振替高
11 256 46 12 328 - 328 △328 -

計 69,379 3,397 4,770 939 78,488 30 78,518 △328 78,190

セグメント利益又は損失（△） 4,773 870 138 △34 5,747 15 5,763 0 5,763

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自2024年４月１日 至2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１.「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、金融サービス事業を含んでおりま

す。

２. セグメント利益又は損失（△）の調整額0百万円には、セグメント間取引消去△266百万円、各報告セグメント

に配分していない全社収益400百万円及び全社費用△130百万円、棚卸資産及び固定資産の調整額△2百万円が

含まれております。なお、セグメント間取引消去は主に連結子会社から当社への配当金の消去であり、全社収

益は上記受取配当金、全社費用は主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３. セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

４. その他の収益の主なものは、不動産賃貸収入であります。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

前第３四半期連結累計期間
（自 2023年４月１日

至 2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2024年４月１日

至 2024年12月31日）

減価償却費 268百万円 265百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。
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